
かんわきょく

活!として建設営業関述星空はこれを全綴営業政処理を認められて

いたが，原flI)はあ くまで強制!ということにな っていた。このよ

うな関連政の俄械がj分割整理方法の不合理性は，各事業以l足g営

業日目においても総められた。そこで新会計規目1)に転燥の軽量会に

あたって IlJj治時代以来私鉄会計特有の勘定科目で以上の関連'/'1.

の lti)1立に大改正が行われた。

2 新会青 ，.mHI)にもとづ く 関連政

新会計規日IH-;tその第 14 条において， 資本的支出と収益的支出

とに関連する政用の配賦， 第 15 条において各事業に関連する資

本的支出の自己賦， 第 16 条において各区聞に関連する資本的支出

の配賦および第 17条において各事業に関連する収益的支出の

阻賦をそれぞれ規定している。これらの関連政規定の従来の関

連政規定との聞の恨本的差異は，原則として総勘定元般の耐に

おいて，関連践として独立の勘定科目の口座がなくなったこと

である。このことは従来のように総括的な中間勘定としての凶

述政としての消滅を意味し， いわゆる関連日t として関連状態を

期末まで存置させず，関連貨の発生のつどこれを関連の突併に

到l した具体的な因果関係を有する事実にその分f却1) (配賦)の基

準を求めたのである。したがってとくに資本的支出と収益的支

出の関連， 各事業に関連する収益的支出の湯合においては関連

"'1.を椛成する人件授と物件投等によ って，おのおのその分割の

基準を異にする場合もあるわけである。たとえば車両購入のた

めの旅費は直接因果関係ある政用として当該車両の原価にこれ

を算入する。各事業に関連する厚生福利政についても，各事業

に従事する職員の人件費または従事員数の比によって， 各事業

の専民営業政中に当該分担額を配賦する。あるいはまた各事業

にl閃巡する'l'I.用たとえば発変電所E止を，各事業(鉄道または軌

道)の専属車両走行キロの比でこれを各事業に配賦する場合も

ある。新会計規HIHまとくにこれらの具体的な関連政を各事業に

配賦する場合の益準を，その別表第 2 中に詳細1 に定めている。

ー」地方鉄道軌道の会計制度。

重幸考文献 H~川筒術幸子 鉄道会計(Il\l和 17 年) . (森島省吾)

かんわきょくせん 緩和曲線 (英) transition curve 列車

が直線から幽線に入るときは通常著しく動絡する。 これは曲線

半径が無限大より急変するためであって ， これを防ぐために IUI

線と直線の間に柿入する曲線。 Illl線部では速度に応じ高度を付

する必要があるが，直線から曲線に移る場合，一時に高度を付

することはできない。すなわちそのいずれかに勾配(こうばい)

を付けて接続させねばならないが，直線部で一方の軌条に勾配

を付けたり ， 半径の一定している部分に勾配をやj けるのも ， 速

度半径の一定している上は高度も一定であるべきであるからお

もしろくない。またI曲線における所要鉱皮を， 直線と曲線との

接続点で一時に付することは，列車がはなはだし く 動揺を生じ

緩和幽線を敷設するには 2 法ある。第 1 法はあらかじめ門幽

線の両切線を内方にf だけ移し， これに切する同半径の円曲線

と l京切線との聞に緩和曲線を何入する方法であって ， 第 2 法は

原門幽総より小伝る半径の円曲線を抑入し，これと原切線との

間にmn 法と問じ方法により緩和曲線を挿入するものである。

新級建設等の泌合はもちろん第 1 法によることを原則とするが，

既設線路改良等で中 1 緩和l曲線敷設方法(第 l 法)

央門的紛の部分を変 I!J. ,,0. 
えずに両端に緩和幽

線を姉入する湯合は

第 2 法による。

(第 l 法)

BTC を緩和曲線

の始点 ， BC を円 l曲

線の始点(緩和曲線

終点)とすれば，
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1,000 

ここに L=緩和曲

線の長さ (m) ただし

L は 5m の整数倍 (5m 未満は切上げれ C= カ ント (mm) ， N=ljl 

線は 600 以上，乙線は 450 以上， 丙線および簡易線は 300 以上。
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ここに R = 曲線半径 1 = 曲線交角

主+ K =緩和峨始点と円峨始点間の醐， L をはゆし
て，緩和曲線の始点より叫番目の点の縦~t!y m を求めるには，

um=(?)U4 2 緩和峨敷設方法仰法)
(第 2 法) o. 
BTC を緩和曲線 Ilf rに q

始点， BCを小円曲線

始点(緩和曲線終点)

とすれば，
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これによ っ て γ を

求めることができる
E おもしろくないから，このような場合に直線と l曲線の接続部に， から以下は第 l 法の

勾配の初めは 1111総半径は無限大であるが，高度の憎加に伴ない，

半径を次第に小にし，ついに円 IIIJ線と高度も半径も，一致する

ような性質を有する幽線を挿入する。形については霞々の数式

があるが，わが国では 3 次緩和曲線を採用している。 3 次緩和1

rlll似とは，緩和l曲線としても っ とも辞通に月れ、られるもので，

官=仰3 で示される 3 次ほう物線のことをいう。

国有鉄道建設規程に L本線路に於ける直線と曲線とは分般の

場合を除き ， 相当の緩和曲線を以っ て接続することを裂す。前

項の緩和的線の長さは， 第 25 条に依り付するカゾトの左の{音数

を下るこ とを得ず。 E戸線 600 (告，乙線 450 倍，丙線 300 (音1 と

規定されている。なお緩和曲線の最長限度は緩和曲線婦入前の

内側全長の?とされている。
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場合と同じく，上図に示す L， f , y" Y2 , Y3 ， 仏， ~;は第 l 法に

おける!):式中 R を γ に位換えて求めることができる。角 α その

他は次式に よる。

α=∞S'I ! 1 ーτLì
¥ !も γ ノ

T =すLー (R -r)sina

E=÷L+?Slnα 
d=R(l-cosa) 

ここに L=緩和 I副総長 (m)

T =緩和幽級始点より原円曲線始点までの距離 (m) 。

ーー」カ γ ト。曲線。(山本浩)




